
 
 

 



 
 

編集後記：「梅の実が熟す頃に降る⾬」が「梅⾬」の由来らしいです
ね。趣が有る語源を知ることで⾬の⽇の憂鬱が少し薄れそうです。 
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TOPICS 
■2023 年度卒新入社員の意識 
～東京商工会議所「2023 年度 新入社員意識調査
集計結果」より 

 東京商工会議所が、2023 年卒の新入社員 1,050 人

を対象に、ＷＥＢ上で社会人生活や仕事に対する意

識調査を実施し、その結果が公表されました。今後

の採用活動で参考となりそうな項目について取り上

げます。 
◆就職先の会社を決める際に重視したこと「社風、
職場の雰囲気」60.0％ 

 半数以上が、職場の雰囲気に重きを置いています。

その他、「処遇面（初任給、賃金、賞与、手当など）」

（51.5％）、「福利厚生」（41.6％）、「働き方改革、ワ

ーク・ライフ・バランス（年休取得状況、時間外労

働の状況など）」（40.3％）が上位にあがっています。 
◆就職先の会社が内定から入社までの間に実施した
フォローの取組み 

 「採用担当者からの定期的な連絡」（43.2％）、「会

社見学会」（29.0％）、「内定式･内々定式」（27.6％）

が上位となっています。内定から入社まで期間が空

くので、単純に不安に思う学生も多いことでしょう。 

◆社会人生活で不安に感じること 

 「仕事と私生活とのバランスが取れるか」

（42.0％）、「上司・先輩・同僚とうまくやっていけ

るか」（40.7％）、「仕事が自分に合っているか」

（40.0％）が上位を占めていますが、９割強の新入

社員は、社会人生活で何らかの不安を感じていると

の結果が出ています。 
◆「理想だと思う上司」はどのようなことを大事に
する人か 

 「理想の上司」のイメージに近い有名人・著名人

の各上位は以下の通りです（カッコ内は回答数）。 
○芸能人・文化人：１位…水卜麻美(43)、２位…明
石家さんま(39)、３位…桝太一(35)、４位…松本
人志(30)、５位…内村光良(29) 

○スポーツ界：１位…大谷翔平(234)、２位…イチロ
ー(141)、３位…栗山英樹(58)、４位…松岡修造
(40)、５位…ダルビッシュ有(37) 

○歴史上の人物：１位…織田信長(120)、２位…徳川
家康(94)、３位…坂本龍馬(80)、４位…豊臣秀吉
(44)、福沢諭吉(44) 

【東京商工会議所「2023 年度 新入社員意識調査集計結果」】 

https://www.tokyo-cci.or.jp/file.jsp?id=1034060 

         

                 

   

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■「残業」は転職先選びに影響する重要事項 
 ～エン・ジャパン「社会人 1 万人の『残業』実態調査」より 

エン・ジャパン株式会社は、令和５年５月８日、

「社会人１万人の「残業」実態調査―『エン転職』

ユーザーアンケート」を公表しました。運営する総

合求人サイト『エン転職』上でアンケートを実施し、

1 万 2,940 名から回答を得ました（調査期間は令和

５年２月 22 日～３月 28 日）。 
◆「残業の有無や平均時間」が転職先選びに影響し
ていると回答したのは 84％ 
「転職活動をする上で、残業の有無や平均時間等

は、企業選びにどの程度影響しますか？」の質問に

対し、「とても影響する」が最多で 49%、「少し影

響する」は 35％で、合わせて 84％が「影響する」

と回答しました。年代別で見ると、20 代、30 代は

半数以上が「とても影響する」（20 代：55％、30
代：56％）と回答し、「少し影響する」と合わせる

と、20 代は 89％、30 代は 88％に上ります。 
また男女別では、「とても影響する」と回答した

男性が 44％に対し、女性は 54％と 10 ポイントの差

がありました。男性より女性のほうが、企業選びで

残業時間を重要視していることがわかります。 
◆残業時間が「増加傾向」26％、「減少傾向」24％。

半数は「変わらない」 
「ここ数年で、あなたの残業時間は増加傾向です

か？ 減少傾向ですか？」の質問には、「変わらな

い」が 50％と半数を占めました。「増加傾向」は

26％、「減少傾向」は 24％で、ほぼ同率でした。 
業種別で残業時間が増加傾向だったのは、「コン

サルティング・士業」が最多で 36％、一方、減少傾

向は「メーカー（機械・電気・電子など）」が最多

で 32％でした。 
◆残業時間の増加理由は「人手不足」、減少理由は
「企業の残業制限」 

残業が増加傾向と回答した人にその理由を聞いて

みると「人員不足」が最多で 75％、次いで「仕事量

の増加」が 67％と続きます。一方、残業時間が「減

少傾向」と回答した人の理由は、「残業が制限され

たため」が最多で 42％でした。 
◆残業代の割増制度を知っている人は４割弱 
 中小企業で働く人の「月 60 時間を超える残業代

の割増率が 50％に引き上げ」されることを知ってい

るかの問いには、「知っている」は 39％（内容も含

めてよく知っている９％、概要だけ知っている

30％）と、全体の４割弱に留まりました。 
引上げについては、「とても良いと思う」（47％）

と「良いと思う」（33％）を合わせた 80％の人が好

感を示しています。一方で、引上げが「良くないと

思う」（とても良くないと思う１％、良くないと思

う８％）という声も１割弱ありました。 
【エン・ジャパン株式会社「社会人 1 万人の『残業』実態調査」】 

https://corp.en-japan.com/newsrelease/2023/32805.html 


